
高齢化の急速な進展や、地域社会・家族関係が大きく変容していく中にあって、高齢者が住み慣れた地域で、安心して住み続けること

ができ、人生を豊かに過ごすことができるような地域社会の構築を進めていかなければなりません。

年齢を重ねてもできる限り要支援・要介護状態とならないための予防の取り組みや、介護サービスの基盤整備を進めていくとともに、

多様な生活ニーズや地域課題の把握に努め、介護、医療、行政、地域などが連携したネットワークを構築し、いつまでも心豊かに、自分

らしく暮らしていけるような環境づくりを進めていきます。

施策体系別評価による総括コメント

◇個別計画の理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

◇審議会・懇話会等の意見

■

コロナ禍により、イベント等の開催が困難な事業があ

り、目標達成が難しかった。また、新型コロナウイルス

感染症の５類感染症への移行により、通常の生活に戻

りつつあることから、感染防止対策を徹底しつつ、元気

高齢者の割合を増やすための介護予防の取組みを強

化する。

審議会・懇話会等の総括意見 （個別計画の懇話会等が作成）

B

◇施策体系別の評価

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見
施策
体系
評価

事業評価の状況

(a) （b） （c）
事業名

地域包括ケア

体制の推進

・地域包括支援センター

運営事業

・地域包括ケアシステム

推進事業 2

地域包括支援センターの運

営や地域包括ケア会議の

開催を通じて、地域包括ケ

ア体制の推進を図ってい

る。

1

生きがい・介

護予防施策等

の推進

・高齢者介護予防事業

・日常生活支援総合事

業

・介護予防普及啓発事

業

・高齢者の生きがいと健

康づくり推進事業

c 2 2

コロナ禍によりイベント等が

一部休止や縮小することと

なったが、感染防止対策を

十分に行った上で実施する

ことで、介護予防活動に努

めた。

2

認知症施策の

推進

認知症地域支援推進事

業

a
1

認知症サポーター数を目標

達成。認知症初期集中支援

チーム員会議及び認知症

初期集中支援チームの取

組みは順調に行われてい

る。

3

取
り
組
み
の
方
向

a

審議会等が妥当と考える評価区分個別計画の評価2（施策体系別）
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◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞ （次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞ （今年度、来年度に向けた意見）

＜計画を越えた連携についての意見（他の計画や住民自治協議会等との連携）＞

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞
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